
こ
の
1
年
の
主
な
活
動

相
談
会

労
働
安
全
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
回

ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
会
２
回

主
な
取
り
組
み

※
Ｈ
さ
ん
の
労
災
不
認
定
の
件

解
体
作
業
な
ど
３
７
年
間
従
事

し
、
肺
線
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治

療
継
続
中
で
す
。

２
０
１
１
年
７
月
労
災
申
請

２
０
１
２
１
年
６
月
不
支
給
決
定

石
綿
小
体
が
１
，
８
４
５
本
で

あ
り
、
５
０
０
０
本
以
上
の
認
定

基
準
を
満
た
さ
な
い
。
が
主
な
理

由
で
し
た
。

２
０
１
２
年
７
月
３
０
日
審
査
請

求
を
行
う
。
９
月
３
０
日
労
働
局

意
見
聴
衆
。
11
月
12
日
申
立
書
を

送
付
。
２
０
１
３
年
２
月
13
日
審

査
請
求
棄
却

今
後
再
審
査
請
求
を
行
う
予
定

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
裁
判
闘
争

※
ク
ラ
レ
・
山
陽
断
熱
石
綿
損
賠

訴
訟
は
現
在
15
名
の
原
告
団
で
闘
っ

て
い
ま
す
が
、
４
年
が
経
過
し
こ

の
４
月
16
日
に
判
決
が
出
ま
す
が
、

被
告
大
企
業
ク
ラ
レ
の
責
任
を
ど

こ
ま
で
認
め
る
か
、
責
任
を
下
請

け
の
山
陽
総
業
に
転
嫁
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
心
配
で
す
。
そ

の
た
め
昨
年
は
ク
ラ
レ
の
株
主
総

会
で
ビ
ラ
配
布
を
含
め
、
訴
え
て

き
ま
し
た
。

※

ニ
チ
ア
ス
・
ナ
カ
ハ
ラ
石
綿

損
賠
訴
訟
裁
判
は
、
原
告
が
ニ
チ

ア
ス
の
下
請
け
で
あ
る
ナ
カ
ハ
ラ

で
働
き
、
石
綿
の
吹
き
付
け
工
事

な
ど
行
っ
た
結
果
、
肺
が
ん
と
診

断
さ
れ
、
現
在
治
療
中
で
す
。
し

か
し
ニ
チ
ア
ス
は
、
ナ
カ
ハ
ラ
に

発
注
し
て
い
た
だ
け
と
か
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
使
っ
て
な
い
と
か
責
任

逃
れ
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

※

三
井
造
船
石
綿
損
賠
訴
訟
裁

判
は
、
原
告
が
煙
草
を
吸
っ
て
い

た
か
ら
肺
が
ん
に
な
っ
た
の
で
は

と
、
三
井
造
船
の
責
任
を
逃
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
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おかやま労働安全衛生センター
岡山市北区春日町５－６

岡山市勤労者福祉センター岡山地区労内

電話 086-238-4911

Ｅmail：oka2012ro-an@mx41.tiki.ne.jp

おかやま労働安全衛生センター結成１周年

お
か
や
ま
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
ひ
ょ
う
ご
安
全
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
の
ご
協
力
の
も
と
２
０
１
２
年
４
月
１
３
日
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
以
降
の
活
動
を
ふ
り
返
り
、
労
働
災
害
で
苦
し
む

多
く
の
労
働
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組
織
に
し
て
い
く
た
め
、
再
度
皆

様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
結
成
１
周
年
の
総
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

万
障
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
願
い
ま
す
。

おかやま労働安全衛生センター

第２回総会

と き ４月２１日（日）

14:00～17:00

ところ 岡山市勤労者福祉センター

岡山市北区春日町5-6

内 容 活動報告と2013年度方針

財政報告と予算の審議

特別報告

アスベスト裁判の報告

奥津晋 弁護士（顧問）

記念講演

環境と健康 アスベストとPM2.5

講 師 大槻剛巳 川崎医科大学

（顧問）



お
か
や
ま
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
３
月
10
日
岡
山
労

働
局
に
左
記
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
交
渉
は
４
月
22
日
の

予
定
で
す
。

１
．
岡
山
県
内
の
労
働
災
害
申
請
状
況
、
労
災
隠
対
策
と
災
害
撲

滅
対
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

２
．
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
原
因
の
労
災
申
請
・
認
定
状
況
、
職

場
の
い
じ
め
・
い
や
が
ら
せ
予
防
・
指
導
の
具
体
策
を
明
ら
か
に

に
す
る
こ
と
。

３
．
長
時
間
労
働
の
実
態
把
握
状
況
と
長
時
間
労
働
規
制
に
む
け

た
具
体
的
指
導
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

４
．
介
護
・
福
祉
施
設
の
労
働
過
重
が
高
ま
り
、
腰
痛
な
ど
職
業

病
が
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
そ
の
実
態
と
予
防
対
策
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

５
．
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
実
態
把
握
状
況
と
解
体
時
の
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
の
具
体
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

６
．
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
と
の
相
談
対
応
は
体
調
の
状
況
も
認
識

さ
れ
被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
。

７
．
ア
ス
ベ
ス
ト
指
定
医
療
機
関
の
増
設
を
は
か
る
こ
と
。

８
．
元
看
護
師
の
タ
ル
ク
に
よ
る
石
綿
被
害
が
出
て
い
ま
す
が
、

被
害
実
態
把
握
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

９
．
校
正
印
刷
に
よ
る
胆
管
が
ん
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
被
害
実

態
把
握
の
状
況
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。
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さ
る
、
２
月
１
９
日
、
全
国

労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
例

年
開
催
し
て
い
る
厚
生
労
働
省

に
対
す
る
要
請
交
渉
が
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
会
議
室
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
渉
に
は
、
全
国
労
働

安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議

の
平
野
議
長
を
始
め
全
国
の
労

働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
代
表
者

ら
２
５
名
が
参
加
し
た
。

３
項
目
の
要
望
書
を
提
出

要
望
書
は
労
働
安
全
衛
生
・

労
災
補
償
に
関
す
る
内
容
で
、

Ａ.

全
般
的
事
項
、
B.

安
全
衛

生
に
つ
い
て
、
Ｃ.

労
災
補
償

に
つ
い
て
の
３
項
目
に
分
類
し

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ.

全
般
的
事
項
で
は
①.

厚
生
労
働
省
の
情
報
公
開
に
つ

い
て
、
②.

海
外
で
の
安
全
確

保
と
労
働
者
の
退
避
権
、

Ｂ.

安
全
衛
生
で
は
①.

職

場
の
い
じ
め
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
②.

ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
、
③.

じ
ん
肺

管
理
区
分
決
定
に
つ
い
て
、
④.

化
学
物
質
の
対
策
に
つ
い
て
、

Ｃ.
労
災
補
償
で
は
①.

胆
管

が
ん
の
労
災
に
つ
い
て
、
②.

石
綿
に
よ
る
疾
病
お
よ
び
じ
ん

肺
の
労
災
に
つ
い
て
、
③.

精

神
障
害
の
労
災
に
つ
い
て
、
④.

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
労
災
、

⑤.

化
学
物
質
過
敏
症
の
労
災

に
つ
い
て
、
⑥.

脳
脊
髄
液
減

少
症
、
⑦.

作
業
関
連
筋
骨
格

系
障
害
に
つ
い
て
、
⑧.

外
国

人
労
働
者
の
労
災
に
つ
い
て
、

⑨.

労
基
署
の
対
応
に
つ
い
て
、

⑩.

愛
知
県
に
お
け
る
労
災
保

険
、
健
康
保
険
の
不
支
給
処
分

に
つ
い
て
、
⑪
被
災
者
の
職
場

復
帰
対
策
、
⑫.

審
査
請
求
制

度
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

前
進
し
た
回
答
な
し

交
渉
で
は
省
庁
の
各
担
当
者

か
ら
具
体
的
項
目
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
考
え
方
が
回
答
さ
れ
、

こ
ち
ら
が
強
く
追
及
す
る
中
で
、

中
に
は
前
向
き
な
回
答
も
あ
っ

た
が
全
般
的
に
は
要
望
の
内
容

に
程
遠
い
も
の
が
多
く
見
ら
れ

た
。

今
後
も
粘
り
強
く
交
渉
を

し
か
し
、
こ
う
い
う
行
動
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
新
し
い
制

度
も
確
立
さ
れ
苦
し
ん
で
お
ら

れ
る
被
災
者
の
救
済
に
つ
な
が

る
も
の
だ
と
確
信
し
た
。

お
か
や
ま
労
働
安
全
衛
生
セ

ン
タ
ー
も
設
立
さ
れ
も
う
じ
き

１
年
が
経
過
す
る
が
、
今
回
の

交
渉
に
参
加
し
て
、
勉
強
不
足

を
強
く
感
じ
た
。

全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

厚
生
労
働
省
交
渉
に
参
加
し
て

平

方

健

一

所

長

岡
山
労
働
局
に
要
望
書
を
提
出

ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
に
傍
聴
を

４
月
16
日
（
火
）
10
：
30
〜
三
井
造
船
裁
判

13
：
10
〜
山
陽
断
熱
・
ク
ラ
レ
裁
判
判
決

４
月
23
日
（
火
）
15
：
00
〜
ニ
チ
ア
ス
・

ナ
カ
ハ
ラ
裁
判


